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第20回総会を下記のように
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Ｓホテル代表(011)561―6161

総会当日はこの議案書をご持参下さい

昼食は道腎協で用意します。

北海道腎臓病患者連絡協議会
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議長解任

閉会のあいさつ
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１

　　

１

　　

１

　　

１第20回総会次第

開会のあいさつ

黙

　

と

　　

う

会長あいさつ

来賓あいさつ

祝電・メッセージ披露

議長選出

議

　　　　

事

　　　

平成８年度活動報告

　　　

平成８年度決算報告

　　　

平成８年度会計監査報告

　　　

平成９年度活動方針（案）

　　　

規

　

約

　

改

　

正（案）

　　　

平成９年度予算（案）

　　　

平成９ ・10年度役員候補者（案）

　　　

スローガン（案）

　　　

総

　

会

　

宣

　

言（案）

昼

　

食

10 : 00

12 : 00

医療講演会13 :00よ,J

演題「透析で長生きする秘訣」
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１

は
じ
め
に

　

道
腎
協
も
結
成
以
来
2
0
年
間
の
活
動

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

昭
和
5
2
年
の
結
成
当
時
、
道
内
で
は

各
地
で
す
で
に
８
地
区
で
地
方
腎
友
会

が
発
足
し
て
活
発
に
活
動
を
し
て
い
る

状
態
で
し
た
。
ま
た
透
析
医
療
も
安
定

期
に
入
り
、
社
会
復
帰
が
順
調
に
進
ん

で
い
る
頃
で
し
た
。
し
か
し
ま
だ
夜
間

盛況だった函館大会

透
析
加
算
や
透
析
中
の
食
事
は
有
料
、

腎
移
植
も
保
険
適
用
外
の
時
代
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
2
0
年
間
の
活
動
成
果
は
生
命

を
か
け
て
道
腎
協
を
支
え
て
く
れ
た
先

輩
の
会
員
・
役
員
が
勝
ち
取
っ
た
も
の

で
す
。
い
ま
私
達
は
先
人
達
に
感
謝
し

つ
つ
、
今
後
の
運
動
を
進
め
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
１
年
間
の
私
達
を
め
ぐ
る
社
会

情
勢
は
、
国
の
財
政
再
建
に
よ
り
、
社

会
保
険
全
般
に
わ
た
り
、
見
直
す
各
種

制
度
審
議
会
の
答
申
で
大
変
厳
し
い
状

況
で
す
。

　

「
介
護
保
険
」
「
医
療
制
度
改
革
」
等
、

次
第
に
国
民
負
担
増
を
押
し
つ
け
る
内

容
で
す
。
「
介
護
保
険
」
で
は
、
障
害
者

は
受
け
ら
れ
な
い
が
保
険
料
は
支
払
う
、

ま
た
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
、
そ
し
て
利
用
費

用
が
徴
収
さ
れ
る
等
、
色
々
な
問
題
を

含
ん
で
い
ま
す
。
「
医
療
制
度
改
革
」
は
。

各
種
健
康
保
険
料
の
増
額
や
薬
代
を
別

に
自
己
負
担
す
る
等
、
す
。
へ
て
国
民
の

負
担
増
に
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
透
析
患
者
に
直
接
影
響
の
あ

２

函館大会前日の交流会

る
透
析
膜
の
診
療
報
酬
も
年
々
ド
が
り
、

再
使
用
問
題
が
起
き
か
ね
ま
せ
ん
。
ま

た
透
析
患
者
一
人
に
月
額
幾
ら
と
の
「
定

額
制
（
包
括
化
）
」
が
検
討
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
・
か
、
老
人
医
療
や
一

部
の
外
来
医
療
で
は
実
際
に
「
定
額
制
」

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
達
患
者
会
は
こ
う
し
た
社
会
情
勢

を
常
に
勉
強
し
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

１

１
年
間
の

主
な
活
動

全
腎
協
活
動
の
参
加
に

つ
い
て

①
第
2
6
回
会
全
腎
協
総
会
東
京
大
会

　

平
成
８
年
５
月
1
9
日
、
笹
川
記
念
館

国
際
会
議
場
で
全
国
か
ら
約
６
０
０
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
道
腎
協

会
員
は
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
全
腎

協
結
成
2
5
周
年
記
念
大
会
と
い
う
こ
と

で
、
能
勢
之
彦
米
国
ベ
イ
ラ
ー
医
科
大

学
教
授
の
「
人
工
腎
臓
の
歴
史
と
2
1
世

紀
へ
の
展
望
」
と
い
う
演
題
を
掲
げ
て
、

記
念
医
療
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
人

工
腎
臓
の
歴
史
や
、
ア
メ
リ
カ
の
透
析

事
情
、
日
本
の
透
析
医
療
の
質
の
高
さ
、

そ
し
て
将
来
の
人
工
腎
臓
等
、
多
岐
に

わ
た
り
大
変
好
評
で
し
た
。

②
第
９
回
全
腎
協
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
北
海

　

道
開
催

　

平
成
８
年
９
月
1
5
口
に
「
透
析
患
者

－３－



の
介
護
を
考
え
る
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
札
幌
の
札
幌
市
社
会
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
で
全
国
か
ら
、
会
員
・
家
族
・

医
療
関
係
者
約
１
５
０
名
の
参
加
者
を

得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
透
析
患
者
の

福
祉
施
設
へ
の
入
所
の
困
難
さ
や
、
介

護
の
実
態
、
ま
た
要
介
護
者
の
通
院
透

析
困
難
さ
の
実
例
が
話
し
合
わ
れ
、
今

後
の
活
動
の
参
考
に
な
る
有
意
義
な
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
し
た
。

　

道
腎
協
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
や
後
援

の
依
頼
、
会
場
の
準
備
等
、
全
腎
協
と

共
に
活
動
し
ま
し
た
。

関

　

第
1
9
回
道
腎
協
定
期
総
会

　
　

函
館
大
会
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
５
月
2
6
日
向
、
函
館
市
で

第
1
9
回
道
腎
協
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
前
1
0
時
か
ら
始
ま
り
、
来

賓
の
方
３
名
を
お
迎
え
し
て
、
全
道
各

地
よ
り
約
１
５
０
名
の
会
員
・
家
族
と

関
係
者
が
参
加
し
て
大
盛
況
で
し
た
。

ま
た
午
後
か
ら
は
、
平
田
病
院
院
長
半

田
輝
夫
先
生
に
総
会
記
念
講
演
を
し
て

戴
き
ま
し
た
。

　

平
成
６
年
よ
り
、
室
蘭
・
釧
路
・
函

館
と
地
方
で
の
開
催
と
な
り
、
平
成
８

年
は
、
道
南
腎
協
の
方
々
に
総
会
と
前

口
‥
［
の
交
流
会
の
開
催
の
準
備
で
大
変
な

ご
苦
労
を
お
掛
け
し
た
と
思
い
ま
す
。

総
会
は
大
変
順
調
に
進
行
し
、
無
事
終

了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

交
流
会
も
と
て
も
楽
し
い
時
間
が
過
ご

せ
ま
し
た
。
道
南
腎
協
の
皆
様
に
は
誠

に
感
謝
申
し
Ｌ
１
　
げ
ま
す
。

　

総
会
を
札
幌
以
外
の
所
で
開
催
す
る

と
、
そ
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
々
に
は
、

大
変
な
ご
苫
労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

道
腎
協
と
は
何
か
、
ま
た
患
者
会
と
は

何
か
と
も
う
】
度
再
確
認
し
て
頂
き
、

総
会
後
の
そ
の
地
域
の
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
行
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

倒

　

腎
提
供
登
録
者
拡
大
運
動

　
　

に
つ
い
て

　

厚
生
省
は
「
腎
移
植
推
進
月
間
」
、
全

腎
協
は
「
全
国
一
斉
街
頭
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
、
毎
年
1
0
月
に
腎
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
道
腎
協

は
北
海
道
の
季
節
柄
、
ひ
と
月
早
い
、

平
成
８
年
９
月
８
［
に
全
道
一
斉
に
第

1
6
回
腎
登
録
者
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ

の
中
、
道
腎
バ
ン
ク
・
地
方
腎
移
植
セ

ン
タ
ー
・
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
行

政
機
関
等
、
全
道
で
約
３
７
０
人
の
参

加
で
行
わ
れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ー

風
船
・
尿
試
験
紙
・
啓
発
チ
ラ
シ
等
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
各
地
域
で
様
々

な
工
夫
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
「
臓
器
提
供
の
意
志
カ
ー

ド
」
を
配
布
し
、
腎
バ
ン
ク
に
登
録
し

な
く
て
も
、
常
に
携
帯
す
る
だ
け
で
良

い
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
北
海
道

は
、
［
本
腎
臓
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
北

海
道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
、

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
増
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ま
だ
臓
器
移
植
法
案
が
国

会
を
通
過
し
て
い
ま
せ
ん
。
腎
臓
移
植

は
別
の
法
律
が
あ
り
、
実
施
で
き
る
の

で
す
が
、
こ
こ
数
年
、
臓
器
移
植
法
案

の
為
か
死
体
腎
移
植
数
が
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。

ブロック会議のーコマ

腎キャンペーン（札幌大通り）

　

北
海
道
の
腎
移
植
提
供
登
録
者
数
は

１
５
、
３
９
９
名
（
平
成
８
年
２
月
未

現
在
）
、
全
国
で
は
５
１
２
、
１
４
０
名

　

（
平
成
８
年
1
0
月
末
現
在
）
、
北
海
道
の

移
植
希
望
者
６
２
８
名
（
平
成
９
年
１

月
６
口
現
在
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４

　

第
2
6
次
国
会
請
願
署
名
。

　
　

募
金
運
動
に
つ
い
て

　

私
達
は
、
医
療
福
祉
の
後
退
に
歯
止

め
を
掛
け
る
た
め
、
平
成
８
年
度
も
全

腎
協
と
Ｊ
Ｐ
Ｃ
（
日
本
患
者
・
家
族
団

体
）
の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動
に

収
り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
度
９
月
か
ら
２
ヵ
月
の
間
、

－４－
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会
員
・
家
族
の
ご
協
力
で
全
腎
協
署
名

３
４
、
０
３
０
名
・
募
金
額
１
、
５
９

１
、
４
５
９
円
、
こ
の
請
願
募
金
は
国

会
請
願
行
動
費
・
道
腎
協
・
各
地
方
腎

友
会
の
貴
敵
な
活
動
の
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。
毎
年
の
事
な
の
で
、
会
員
の

皆
様
に
は
大
変
ご
協
力
戴
い
て
い
ま
す
。

今
、
日
本
の
透
析
医
療
水
準
は
世
界
で

も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
行
く
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
そ
う
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
人
工
透
析
で
延
命

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
4
0
年
代

初
め
の
頃
は
、
ま
ず
治
療
費
、
そ
し
て

透
析
の
器
械
が
少
な
く
、
い
つ
自
分
に

透
析
を
し
て
も
ら
え
る
か
を
心
配
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
時
代
で
す
。
そ

れ
に
比
べ
て
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
治

｜

療
費
の
心
配
な
く
誰
で
も
公
平
に
透
析

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
も
昭
和
4
6
年

か
ら
の
国
会
請
願
署
名
運
動
か
あ
・
つ
た

か
ら
こ
そ
で
す
。
近
年
で
は
有
料
道
路

通
行
料
の
内
部
障
害
者
割
引
適
用
も
そ

の
一
つ
で
す
。

　

全
腎
協
の
国
会
請
願
行
動
は
平
成
９

年
３
月
2
7
ロ
全
国
か
ら
代
表
者
が
参
集

し
、
道
腎
協
か
ら
は
北
征
子
氏
示
樽
）
・

青
柳
正
一
氏
（
旭
川
）

　

・
栗
山
尚
倫
氏

　

（
釧
路
）
の
３
名
が
本
道
選
出
の
衆
・

参
両
院
議
員
及
び
厚
生
委
員
会
に
所
属

す
る
議
員
に
紹
介
議
員
に
な
っ
て
戴
く

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
行
動
は
平
成
９

年
６
月
２
日
に
紹
介
議
員
に
提
出
さ
れ

る
７
　
定
で
す
。

倒

　

入
院
給
食
費
の
魯
適
用
の

　
　

請
願
署
名
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
1
0
月
Ｉ
ロ
、
全
道
各
地
の縫いぐるみも登場

(腎キャンペーン)

｜

　 　 　 　 　

｜

道
議
会
議
員
の
皆
様
に
紹
介
議
員
に
な
っ

て
戴
き
、
４
７
、
１
７
３
名
の
署
名
を

道
議
会
事
務
局
議
事
課
に
会
長
含
め
５

名
で
持
参
し
ま
し
た
。
「
保
健
環
境
委
員

会
」
に
付
託
、
継
続
審
議
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
道
庁
か
ら
入
院
給
食
費
の

国会請願署名・募金結果報告
㎜ ㎜ ■ ■ ■

平成９年２月28日現在

稀
適
用
は
で
き
な
い
が
、
国
の
制
度
で

あ
る
更
生
医
療
を
使
用
し
て
は
ど
う
か
、

所
得
に
よ
る
一
部
負
担
徴
収
は
図
を
適

用
す
る
の
で
、
入
院
給
食
費
が
無
料
に

な
り
ま
す
と
い
う
説
明
で
し
た
。
し
か

し
。
本
道
に
お
け
る
透
析
施
設
で
の
更

六ッ対

全　　　腎　　　協 Ｊ　　　Ｐ　　　Ｃ

唇　　名 募　　金 １　　名　　募　　金

三吉特進

　　7 819

平成８年度 平成７年度 平成８年度 平成７年度 ｙ成８年度

　-　5,111

半成７年度 Ξ格別|遺

　　54,888
札幌 ＿緊慰

　4,921

519 989' 408 755 4,771 48.592

小樽　3,540
一一
旭川1　2,000

152,600 194 392 1.190'　　り79 20nnrn　12,00U!
2.5301 185,039 188 469 － 　　－
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10 7圓　　－

稚内 ０ 460
　　0　- 67否卵

HO, 000

7 693 ０
　　０－-　　０

01

留萌 644 736 62 855'　　484 　　640

一 -
道雨

－　一一苫小牧

3 5501　3 855 150 onni　　－ －

930　　810 _洒,町

　274,852

77,100 　780

-
　－

770　45,400 23,900

室蘭

　一滝川

-
や膀

　-
釧路

一一
北見

2 185 二,7竪

　　800

191,478 －

449 41,296　-10.000 162 147 8 400 7,600

1.568 _１ｊ呪

こj00

　　1,471

82 820　54,000 1.1701　　5％ 17 0001　10 000

3,520 31,200 37,000 1,270 １涼） しき
4,500

3,60U|

　2,520
一一　1,650

32,000 43 077 　　390
一一　　560

370 9.000

網走 1.160;　66,100 j引見

13,300

400 12,200 ＿１り匝

二匹

　4 200
夕張　　150 　180

一一一　384

14 800 70 Ton"　4,700
紋別

一一岩見沢

327 18,000 12,000 228 190 2 500

300 ０
　　０一一　　０

０ ０ ０ ０ ０

江別 2891　　470 ０ 101 173 ０ 01
浦河

一一根室

０　563
一一　40

０ 33,925 ０ 345 0　9,200

　0
-　170

０　１（瓶）
　0一一　130

20 ０ ０

ｒ歳 80 7,400 6,000 　80
一　140

０　二
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　　　０
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個人1　　473 76 ＿乳型
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政教 32 3441　34 030 1 591 45E 11,778 11.891 1B6,797 185,228

【募金配分割合l

　

全腎協募金：地方ブロック35％、道腎協50％、全腎協15ｙ･

　　　　　　　　

ＪＰＣ募金：道難病連50％、道腎協2叫･、J PC ３０‰
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生
医
療
指
定
病
院
・
医
院
は
、
全
道
透

析
施
設
の
半
分
し
か
指
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
平
成
９
年
２
月
４
日
、
道
議
会

の
保
健
環
境
委
員
会
の
委
員
長
と
副
委

員
長
に
再
度
、
主
旨
を
説
明
し
ま
し
た

が
、
や
は
り
更
生
医
療
を
使
用
し
て
下

さ
い
と
言
う
こ
と
で
し
た
。
入
院
給
食

費
の
母
適
用
運
動
は
今
後
も
粘
り
強
く

続
け
て
い
き
ま
す
。

閤

　

組
織
拡
大
に
つ
い
て

　

会
員
数
は
平
成
７
年
度
末
で
３
、
１

８
３
名
で
し
た
が
、
各
地
域
患
者
会
の

努
力
に
よ
り
３
、
３
９
３
名
に
な
り
ま

し
た
。

　

最
近
の
組
織
率
の
低
下
は
、
体
調
も

よ
く
社
会
復
帰
も
順
調
で
無
関
心
な
患

者
や
、
透
析
に
新
し
く
入
る
患
者
が
高

齢
化
し
た
り
、
合
併
症
を
持
っ
た
り
、

要
介
護
の
方
が
多
い
せ
い
で
し
ょ
う
か
、

現
在
透
析
治
療
費
が
無
料
で
受
け
ら
れ

て
い
ま
ナ
が
、
い
つ
ま
で
こ
の
状
態
が

続
く
の
だ
ろ
う
か
、
そ
の
時
が
き
て
あ

わ
て
ふ
た
め
い
て
は
遅
い
の
で
す
。
今

こ
そ
患
者
会
の
３
つ
の
役
割
①
病
気
を

良
く
理
解
し
②
互
い
に
励
ま
し
あ
い
③

医
療
・
福
祉
制
度
の
改
善
を
求
め
て
い

く
と
い
う
原
点
に
立
ち
返
っ
た
会
活
動

の
活
性
化
が
大
事
な
の
で
す
。

難病連全道集会北見大会で腎臓病部会の医療講演会が

閉

　

各
種
学
習
会
に
つ
い
て

　

道
腎
協
は
、
「
会
員
の
医
療
知
識
向
上
」

　

「
社
会
保
障
の
動
き
」
等
の
為
に
、
そ

の
時
々
の
情
勢
に
合
わ
せ
独
自
の
活
動

と
し
て
、
毎
年
医
療
講
演
会
と
役
員
研

修
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
５
月
2
6
［
、
第
1
9
回
道
腎

協
函
館
総
会
の
後
。
午
後
か
ら
平
田
病

院
院
長
平
田
輝
夫
先
生
を
講
師
に
「
透

析
医
療
の
現
況
と
緊
急
災
害
の
対
応
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
医
療
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
災
害
時
で
の
対
応
と

し
て
、
水
の
備
蓄
・
自
家
発
電
や
患
者

の
心
構
え
等
の
大
変
有
益
な
内
容
で
し

た
。
ま
た
平
成
８
年
８
月
４
［
、
道
難

病
連
の
腎
臓
部
会
と
し
て
北
見
市
民
会

館
に
於
い
て
、
市
立
札
幌
病
院
腎
内
科

副
医
長
深
沢
佐
和
子
先
生
に
よ
る
「
透

析
で
の
糖
尿
病
の
治
療
と
管
理
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
し
て
戴
き
ま
し
た
。

糖
尿
病
患
者
の
透
析
へ
の
導
入
時
や
管

理
の
難
し
さ
を
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
へ
の
質
問
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
大

変
意
義
深
い
内
容
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
８
年
1
0
月
2
7
日
、
役

員
研
修
会
と
し
て
、
日
本
腎
臓
移
植
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

の
西
垣
文
敬
＝
Ｉ
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
「
移

植
に
つ
い
て
」
と
い
う
・
テ
ー
マ
で
お
話

し
し
て
戴
き
ま
し
た
。
現
在
の
腎
移
植

希
望
登
録
の
方
法
や
適
合
性
等
多
岐
に

わ
た
り
大
変
好
評
で
し
た
。

閣

　

各
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
で
の

　
　

活
動
に
つ
い
て

　

道
腎
協
は
他
の
都
府
県
腎
協
と
違
い
、

組
織
の
形
態
は
、
広
大
な
地
域
が
集
合

し
た
地
方
腎
友
会
、
市
単
位
の
腎
友
会
、

あ
・
る
い
は
一
部
病
院
患
者
会
が
加
盟
し

た
り
と
。
多
岐
に
わ
た
り
、
北
海
道
特

有
の
広
さ
が
あ
り
、
そ
の
患
者
会
の
活

動
は
独
特
の
も
の
で
す
。
各
ブ
ロ
ッ
ク

で
そ
れ
ぞ
れ
各
種
の
講
演
会
。
研
修
会

等
、
会
の
親
睦
交
流
を
図
る
催
し
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

留
萌
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
羽
幌
の
透
析

施
設
が
一
杯
の
為
、
留
萌
へ
２
時
間
以

上
か
け
て
通
院
さ
れ
て
い
た
会
員
が
７

名
い
ま
し
た
。
長
年
の
運
動
の
結
果
、

よ
う
や
く
３
月
2
4
日
か
ら
、
道
立
羽
幌
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病
院
で
２
部
透
析
が
実
施
さ
れ
３
名
の

方
が
受
け
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
残
り
の

会
員
に
つ
い
て
も
、
今
年
の
秋
頃
に
は

受
け
入
れ
可
能
の
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
令
国
ど
こ
の
患
者
会
で
も

そ
う
で
す
が
、
「
役
員
の
後
継
者
育
成
」

　

「
要
介
護
問
題
」
「
会
へ
の
無
関
心
患
者
」

等
毎
年
悩
ん
で
い
ま
す
。
役
員
も
同
じ

患
者
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

闘

　

道
腎
臓
2
0
周
年
記
念
事
業

　
　

に
つ
い
て

　

2
0
周
年
記
念
誌
は
、
実
行
委
員
会
が

３
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
と
し

て
は
Ｂ
５
版
で
7
0
～
8
0
頁
縦
・
横
併
用

書
き
で
各
方
面
の
挨
拶
は
出
来
る
だ
け

短
く
、
会
活
動
中
心
で
作
成
し
ま
す
。

発
行
は
平
成
９
年
1
0
月
を
目
標
に
し
て

行
く
よ
う
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
2
0
回
総
会
前
夜
に
は
記
念

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

闘

　

広
報
活
動
に
つ
い
て

　

平
成
８
年
度
は
総
会
議
案
書
を
含
め
、

機
関
紙
″
ど
う
し
ん
”
を
５
回
発
行
し
ま

し
た
。
社
会
保
障
・
福
祉
・
医
療
情
報
や

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
等
多
く
の
会
員
に

楽
し
く
見
て
戴
け
る
よ
う
レ
イ
ア
ウ
ト

｜

｜

｜

も
工
夫
し
て
毎
号
編
集
委
員
一
同
悩
み

な
が
ら
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
広

報
に
つ
い
て
は
「
全
腎
協
」
の
配
布
、
役
員

に
つ
い
て
は
「
今
月
の
情
報
」
「
事
務
局

ニ
ュ
ー
ス
」
な
ど
の
配
布
に
努
め
ま
し
た
。

㈲

　

他
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
Ｋ
Ｋ
医
療
事
業
本
部

札
幌
営
業
所
の
ご
厚
意
に
よ
り
平
成
８

年
７
月
2
1
日
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
千
歳
工
場

に
て
「
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
い
ま
・

し
た
。
道
腎
移
植
実
行
委
員
を
含
め
2
2

名
の
参
加
で
「
臓
器
提
供
意
志
カ
ー
ド
」

を
４
、
５
０
０
枚
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
腎
提
供
登
録

カ
ー
ド
を
置
い
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
難
病
連
の
腎
臓
部
会
と
し
て

難
病
連
の
各
行
事
、
各
集
合
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

本
道
に
お
け
る
入
院
給
食
費
の
自
己

負
担
問
題
一
通
院
交
通
費
問
題
等
。
今

後
の
医
療
・
福
祉
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、

道
難
病
連
や
他
団
体
と
の
連
携
が
一
層

必
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

お
わ
り
に

　

今
、
私
達
透
析
患
者
に
と
っ
て
痛
切

な
問
題
は
、
要
介
護
の
問
題
で
は
な
い

｜

で
し
ょ
う
・
か
。
合
併
症
が
で
て
、
通
院

が
一
人
で
は
困
難
、
ま
た
タ
ク
シ
ー
で

の
通
院
す
る
の
に
タ
ク
シ
ー
代
が
高
く

大
変
、
そ
し
て
透
析
患
者
は
施
設
入
所

も
で
き
な
い
等
、
患
者
の
高
齢
化
で
全

国
で
全
道
で
、
た
く
さ
ん
の
大
た
ち
が

困
窮
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

一
部
の
市
で
は
。
市
民
に
限
り
通
院

送
迎
を
無
料
で
実
ま
し
て
い
る
所
が
あ

り
ま
す
。

　

私
達
患
貴
会
も
現
在
の
実
情
を
行
政

”’‘一”‘’｀”‾‘’1” ・ 皿 S － ● 皿 ●
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に
訴
え
、
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
枚
数

増
や
通
院
送
迎
の
実
施
を
強
く
働
き
か

け
て
い
く
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
会
に
参
加
す
る

Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
の
患
者
さ
ん
へ

　

控
室
・
加
湿
器
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

平成８年度決算書に基づき、関係帳

簿、領収書、預金通帳等を厳正に精査

した結果、決算書の通り相違なく、い

ずれも正確、妥当である事を報告いた

します。

　　　　　　

平成９年３月31日

会計監査青柳正一⑩

　

1/

　　　　　

棚

　

田

　

まゆみ⑩

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｜

㎜j〃r－●－j㎜･〃･皿･㎜・㎜・㎜･－･〃･－●Ｗ･二･〃・㎜･〃●－･－・－･一一－･㎜･㎜・㎜・－･－・Wj〃j〃･〃F〃●－・〃･㎜･－一一･－･〃･㎜・－●－j〃･〃･－･－●皿・ミ●＝♂

－７－



(支出の部)

科　　　日 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　議　　費 1,650,000 1,430,783 86.7

ブロック会議費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

500,000

350,000

300,000

250,000

250,000

492,903

430,036

　47,176

194,284

266,384

　98,6

122.9

　15.7

　77.7

106.6

９月、３月開催･２月臨時開催

全道集会等

負　　担　　金 6,475,000 6,321,900 97.6

加盟分担金

全国会負担金

　355,000

6,120,000

　348,000

5,973,900

98.0

97.6

難病連

全腎協

事　　業　　費 4,400,000 4,265,719 96.9

総　会　費

機関紙費

活　動　費

1,600,000

1,900,000

　900,000

1,473,238

1,892,146

　900,335

　92.1

　99.6

100.0

事務局運営費 4,739.000 4,469,162 106.3

通　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給与引当金

　　200,000

　　160,000

　　130,000

　　200.000

　　624,000

　　150,000

　　150,0(〕0

　　130.000

　　150,000

　　80,000

2,700,000

　　25,0(〕0

　　40,000

　　146,915

　　172,976

　　108,170

　　170,960

　　624,000

　　130.485

　　150,131

　　117,682

　　166,541

　　52,490

2,556,600

　　22,212

　　50,000

　73.5

108.1

　83.2

　85.5

100.0

　87.1

100.1

　90.5

111.0

　65.6

　94.7

　88.8

125.0

切手他

振替料他

水道、電気、ガス

コピーリース他

労災保険料

予　　備　　費 863,434 ０

運営安定会計繰出金 - 900,000

次　期　繰　越 - 358,283

合　　　　計 18,127,434 17,745,847

８



(収入の部)

平成８年度一般会計決算報告
日
口

1
3
1

月
月

４
３

年
年

８
９

成
成

平
平

白
至

科　　　日 予算額 決算額 ％ 備　　　　考

会　　　　　費

会費未納分

配分交付金

国会請願募余

寄　　附　　金

物晶販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

14,280,000

　　139,650

　　955,000

　　800,000

　　　50,000

　　　50,000

　　　80,000

　　　50,000

14,023,100

　　282,850

　　958,000

　　836,901

　　　25,000

　　　44,450

　　205,000

　　　47,762

　　　98.2

　　202.5

　　100.3

　　104.6

　　　50.0

　　　88.9

　　256.3

　　　95.5
一一　-　　　71.4

道の助成金

どうじん広告料

運営安定会計繰入金 1,400,000 1,000,000

小　　　計 17,804.650 17,423,063 97.9

前　期　繰　越 322,784 322,784

合　　　計 18,127,434 17,745,847 97.9

平成８年度特別会計決算報告

(収入の部)

自
至

平成８年４月１日
平成９年３月31日

科　　　　日 予算額 決算額 備　　　　　　考

ブロック育成費 759,000 759,000 全腎協より

キャンペーン売上金 200,000 175,160 キャンペーン用品

募　　余　　箱 100,000 70,000

雑　　収　　入 2,000 396 受取利息他

前　期　繰　越 404,986 404,986

合　　　　計 1,465,986 1,409,542

(支出の部)

科　　　　日 予算額 決算額 備　　　　　　考

ブロック会議 5(〕0,000 315,391 10月開催

用　品購入代 300,000 311,442 キャンペーン用品

移植推進活動費 200.000 8,270

雑　　　　　　費 50,000 75,866 発送代

通　　信　　費 - 12,580

腎臓移植基金 100,000 70,0〔)0

予　　備　　費 315,986 -

運営安定会計繰出金 - 300,000

次　期　繰　越 - 315,993

Ａ　　　　計 1,465,986 1,409,542

－９－

｜



｜

｜

(収入の部)

平成８年度20周年記念積立金決算報告
自

　

平成８年４月１口
至

　

平成９年３月31日

　科　　　　目

繰　　入　　金

受　取　利　息

予算額 決算額 　　　　　備　　　　　　考

安定会計より1,000,000

　　5,000

1,000,000

3,248

-
前　期　繰　越　　1,713,408　　1,713,408

合　　　　計　　　2,718,408 2,716,656

(支出の部)

科　　　　日 予算額 決算額
　-　16,200

備　　　　　　考

実行委員会費 300,000

通　　信　　費 10,000 34,800

　　　　　　　　　　　　　-40,685 1印　　刷　　費 　　　一一
　　30,000雑　　　　　　費 -

予　　備　　費 2,378,408 -

次　期　繰　越　　　　　－　　2,624,971

合　　　　計　1　2,718,408 2,716,656

(収入の部)

平成８年度運営安定会計決算報告
自

　

平成８年４月１ロ
至

　

平成９年３月31日

科　　　　目 予算額

　　－

決算額 備　　　　　　考

繰　　入　　金 1,200,000 一般会計90万・特別会計30万

受　取　利　息1　　10,000 1 6,964

前　期　繰　越　　3,756,675　　3,756,675

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　合　　　　計　　　3,766.675　　4,963,fi39

(支出の部)

　科　　　　日
　　　　-一一一一

繰　　出　　金

　　　　一
子　　備　　費

一一
　次　期　繰　越
一
　合　　　　計

予算額 決算額 備　　　　　　考

2,400,000 2,400,000 －一般会計100万・20周年100万

1,366,675 ０

- 2,963,639 1

3,766,675 4,963,639 1

平成８年度退職給与引当金会計決算報告
自

　

平成８年４月１日

至

　

平成９年３月31日

科　　　目　　予算額　　決算額 備　　　　　　考

受　取　利　息
　　　－一一
　163,878

　40,000

832

前期　繰越金

今期繰入金

163,878 1

　50,000

214,710 1合　　　　計 203,878

10
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ご’r-言１

は
じ
め
に

　

全
腎
協
が
結
成
さ
れ
、
腎
臓
病
患
者

の
「
福
祉
」
「
医
療
」
等
の
社
会
保
障
を

前
進
す
る
為
の
活
動
が
2
0
周
年
を
迎
え
、

2
1
年
に
向
け
て
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
の
社
会
情
勢
は
、
口
本

で
も
有
数
の
銀
行
が
吸
収
合
併
や
破
綻

し
て
行
く
時
代
で
す
。
ま
た
「
行
財
政

改
革
」
「
各
種
の
規
制
緩
和
」
等
、
日
本
の

政
治
・
経
済
活
動
が
激
し
く
揺
れ
動
き
、

今
迄
の
経
験
が
通
用
し
な
く
な
り
、
一
寸

先
が
見
え
な
く
不
透
明
で
大
き
な
変
化

が
起
き
て
行
く
混
沌
と
し
た
状
況
で
す
。

　

そ
ん
な
情
勢
の
中
、
一
番
先
に
悪
影

響
が
出
て
く
る
の
が
、
社
会
保
障
で
す
。

特
に
「
規
制
緩
和
し
の
中
で
医
療
に
お

い
て
も
、
営
利
企
業
に
経
営
を
さ
せ
る

等
、
今
迄
に
な
い
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
。

　

「
規
制
」
が
必
要
な
分
野
と
そ
う
で
な

い
分
野
の
線
引
き
が
矛
盾
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
９
年
４
月
か
ら
は
、
透
析
医
療

費
で
は
、
人
工
腎
臓
の
点
数
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
除
水
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
加
算
点
数
が
な
く
な
り
、
ダ
イ
ア
ラ

イ
ザ
ー
の
点
数
も
引
き
ド
げ
ら
れ
、
厳

し
い
状
況
で
、
透
析
医
療
費
へ
の
締
め

付
け
が
増
々
厳
し
く
な
る
一
方
で
す
。

　

今
、
本
道
の
透
析
器
械
の
台
数
は
、

患
者
数
に
見
合
っ
た
数
だ
け
数
字
上
で

は
あ
り
ま
す
が
、
都
市
部
に
集
中
し
て

い
て
、
郡
部
か
ら
通
院
す
る
の
に
２
～

３
時
間
か
か
る
患
者
が
沢
山
い
ま
す
。

全
国
的
に
見
て
も
広
大
な
面
積
の
北
海

rill

111

|

.

|

道
な
ら
で
は
の
悩
み
で
す
。
特
に
冬
期

間
に
は
、
想
像
を
絶
す
る
苫
労
で
す
。

透
析
施
設
の
偏
在
を
な
く
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
も
地
道
に
、
し
か
し
患
者
・

家
族
の
要
望
に
は
声
を
大
に
し
て
、
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
行
き
ま
す
。

２

全
腎
協
と
連
携

し
て
の
活
動

①

　

腎
バ
ン
ク
登
録
拡
大
の
為
、
第
1
7

　

回
全
国
　
11
1
斉
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

　

行
い
ま
す
。

　
　

こ
こ
数
年
、
献
腎
移
植
が
少
な
く

　

な
っ
て
い
ま
す
。
道
腎
協
で
は
今
年

　

度
も
。
全
国
よ
り
１
ヶ
月
早
い
９
月

　

に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

②

　

全
腎
協
第
2
7
次
国
会
請
願
署
名
募

　

金
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

私
達
の
要
望
が
唯
。
国
会
で
審
議

　

さ
れ
る
運
動
で
す
。
是
非
多
大
な
協

　

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③

　

医
療
・
福
祉
に
関
す
る
全
国
的
な

　

問
題
に
対
し
て
、
全
腎
協
と
共
に
運

　

動
を
進
め
ま
す
。

　
　

今
午
度
は
、
介
護
保
険
問
題
や
様
々

　

な
問
題
で
署
名
活
動
等
、
全
国
的
に
協
力

　

し
て
行
く
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

３

道
内
活
動
の

取
り
組
み

①

　

入
院
給
食
費
に
重
度
・
心
身
障
害
者

②

ﾔ･

医
療
助
成
制
度
い
わ
ゆ
る
⑩
を
適
用

さ
せ
る
運
動
を
関
係
機
関
に
対
し
て
、

陳
情
、
要
請
行
動
を
進
め
ま
す
。

　

道
は
更
生
医
療
で
入
院
給
食
費
が

無
料
に
な
る
と
い
い
ま
す
が
、
更
生

医
療
指
定
の
施
設
が
道
内
で
は
、
約

半
分
と
少
な
く
、
今
後
も
営
適
用
運

動
を
進
め
ま
す
。

　

本
道
に
お
け
る
要
介
護
患
者
対
策

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　

本
道
で
は
い
ま
だ
に
、
介
護
者
が

い
な
く
て
、
通
院
で
き
な
く
、
入
院

し
て
い
る
透
析
患
者
が
い
て
、
特
に

冬
期
間
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

行
政
に
対
し
て
、
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
拡
充
を
要
望

し
ま
す
。

③

　

本
道
に
お
け
る
通
院
交
通
費
助
成

　

の
充
実
を
進
め
ま
す
。

　
　

実
情
に
見
合
り
・
た
助
成
拡
充
を
要

　

望
し
て
行
き
ま
す
。

④

　

「
腎
移
植
推
進
委
員
会
」
活
動
を

　

強
化
し
、
腎
提
供
登
録
者
拡
大
運
動

　

を
進
め
ま
す
。

　
　

腎
移
植
提
供
登
録
を
企
業
や
各
種

　

団
体
に
積
極
的
に
呼
び
掛
け
て
行
き

　

ま
す
。

⑤

　

道
難
病
連
と
の
連
携
を
強
め
、
Ｊ

　

Ｐ
Ｃ
の
国
会
請
願
署
名
・
募
金
運
動

　

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　

特
に
要
介
護
者
の
通
院
問
題
で
は
、

　

難
病
連
の
他
の
疾
病
部
会
と
一
緒
に

　

取
り
組
み
が
川
来
る
と
こ
ろ
は
協
力

　

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥

　

透
析
施
設
の
地
域
偏
在
差
を
解
消

　

す
る
運
動
を
進
め
ま
す
。

　

道
立
羽
幌
病
院
や
そ
の
他
の
地
域

で
の
透
析
施
設
の
ペ
ッ
ト
増
や
新
規

開
設
を
進
め
る
よ
う
努
め
ま
り
。

４

組
織
・
財
政
・

広
報
活
動
に

つ
い
て

①

　

ブ
ロ
ッ
ク
組
織
を
強
化
す
る
為
の

　

活
動
を
進
め
ま
す
。

　
　

医
療
講
演
会
や
研
修
会
の
講
師
派

　

遣
で
の
協
力
を
し
ま
す
。

②

　

運
営
委
員
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

充
実
に
努
め
ま
す
。

③

　

後
継
役
員
育
成
の
為
の
役
員
研
修

　

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

例
年
通
り
1
0
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

の
後
に
実
施
し
ま
す
。

　
　

各
プ
ロ
ッ
タ
ー
名
の
参
加
助
成
を

　

し
ま
す
。

④

　

会
員
を
３
、
５
０
０
人
と
す
る
こ
と

　

を
目
標
に
組
織
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
　

新
規
加
入
者
増
の
為
の
Ｐ
Ｒ
版
や

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
工
夫
し
て
行
き
ま

　

す
。

⑤

　

健
全
財
政
確
立
の
た
め
、
会
費
納

　

入
の
充
実
を
行
い
ま
す
。

⑥

　

腎
臓
移
植
基
金
の
た
め
、
募
金
箱

　

運
動
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

⑦

　

機
関
紙
。
ど
う
じ
ん
″
の
年
５
回

　

の
発
行
と
「
今
月
の
情
報
」
の
毎
月

　

発
行
に
努
め
ま
す
。

　
　

更
生
医
療
関
係
等
の
資
料
の
掲
載

　

を
多
く
し
て
行
き
ま
す
。

⑧

　

新
医
療
法
等
、
患
者
に
関
す
る
医

　

療
・
福
祉
の
情
報
を
機
関
紙
を
通
じ

　

て
、
周
知
し
ま
す
。

　
　

情
報
の
緊
急
性
に
よ
っ
て
は
、
そ

　

の
都
度
号
外
等
を
出
し
て
行
き
ま
す
。

-－11



(支出の部)

科　　　　日 Ｈ８年度決算額Ｈ９年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　謙　　費 1,430,783 1,750,000 ９．５

ブロック会議費

運営委員会費

役員研修会費

全腎協参加費

難病連参加費

492,903

430,036

　47,176

194,284

266,384

550,000

400,000

300,000

300,000

200,000

2.9

2.2

1.6

1.6

1.1

旅費、会場費、４月開催

旅費､会場費､９・３月開催

大会・幹事会

全道集会他

負　　担　　金 6,321,900 6,648,000 35.8

加盟分担金

全国会負担金

　348,〔)00

5,973,900

　348,OC〕0

6,300,000

　1.9

33.9

難病連

全腎協3,500名×1,800円

事　　業　　費 4,265,719 4,500,000 24.2

総　会　費

機関紙費

活　動　費

1,473,238

1.892,146

　900,335

1,400,000

2,200,000

　900,000

　7.5

11.9

　4.8

札幌開催（議案書含）

４回発行

事務局運営費 4,469,162 5,234,290 28.2

涵　信　費

事務用品費

新聞図書費

交　通　費

家　　　　賃

電　話　料

雑　　　　費

水道光熱費

備　品　費

慶　弔　費

事務局手当

法定福利費

退職給学引当金

　146,915

　172,976

　108,170

　170,960

　624,000

　130,485

　150,131

　117,682

　166,541

　　52,490

2,556,60(〕

　　22.212

　　50,000

　200,000

　200,000

　130,000

　200.000

　624,000

　150,000

　180,000

　130,000

　400,000

　　80,000

2,800,000

　　25,000

　115,290

　Ｉ,１

　１,１

　０．７

　１．１

　３．４

　０．８

　１．０

　０．７

　２．２

　０．４

15.1

　０．１

　０．５

52,000円×12ヵ月

振替他

水道、電気、ガス料金

コピーリース･パソコン購入予定

事務局長･事務局貝･アルバイト

予　　備　　費 　　０
一一一
　900,000

455,043 ２．４

運営安定会計繰出金 -

次　期　繰　越 358,283 -

合　　　　計 17,745,847 18,587,333

12－



(収入の部)

平成９年度一般会計予算(案)
自
至

平成９年４月

平成10年３月

１口

31日

科　　　日 Ｈ８年度決算額Ｈ９年度予算額 構成比 備　　　　考

会　　　　　費

会費未納分

配分交付金

国会請願募金

寄　　附　　金

物品販売益

広　　告　　料

雑　　収　　入

14,023,100

　　282,850

　　958,000

　　836,901

　　　25,〔)o(〕

　　　44,450

　　205,000

　　　47,762

14.700,000

　　Ml, 050

　　958,000

　　800,000

　　50,000

　　50,(X〕0

　　80,000

　　50,000

80.6

　0.8

　5.3

　4.3

　0.3

　0.3

　0.4

　0.3

3,500名X4,2OO円

道の助成金

募金の遺賢協分

物品の販売

どうじん広告料

受取利息他

運営安定会計繰入金 1,000,000 1.400,000 ７．７

小　　　計 17,423,063 18,229,050 100.0

前　期　繰　越 322,784 358,283

合　　　計 17,745,847 18,587,333

平成９年度特別会計予算(案)

(収入の部)

自
至

平成９年４月１
平成10年３月31

日
日

科　　　　目 Ｈ８年度決算額Ｈ９年度予算額 備　　　　　　考

ブロック育成費 759,000 835,000 全腎協より

キャンペーン売上金 　175,160
一一
　70.000
一一　　396

200,000 キャンペーン宣材

募　　金　　箱 100,000

雑　　収　　入 2,000 受取利息他

前　期　繰　越 404,986 315,993

合　　　　計 1,409,542 1,452,993

(支出の部)

　科　　　　日
-
ブロック会議費

Ｈ８年度決算額Ｈ９年度予算額 備　　　　　　考

315,391 770,000 10月開催

用　品　購入代 311,442 300,000 キャンペーン宣材(地方分､道腎協分)

移植推進活動費 8,270 50,000

雑　　　　　　費 75,866 60,000 発送費他

通　　但　　費 12,580 10,000

腎臓移植基金 70,000 100,000 道腎バンクへ

予　　備　　費 ０ 162,993

運営安定会計繰出金i　　300,000 ‾　｜

次　期　繰　越 315,993 -

合　　　　計 1,409,542 1,452,993

13－



｜

(収入の部)

(支出の都)

平成９年度20周年記念積立金予算(案)

(収入の部)
自

　

平成９年４月１口
至

　

平成10年３月31日

科　　　　日 予　算　額 備　　　　　　　考

繰　　入　　金1　　　l.OOf〕,000　1運営安定会計より

受　取　利　息 5,000

前　期　繰　越 2,624,971

合　　　　計 3,629,971

(支出の部)

科　　　　日 予　算　額　　｜　　　　備　　　　　　　考

実行委員会費 300,000

記　　念　　誌 2,300,000

交　湾　会　費1　　　　200,000

通　　信　　費 3〔3,000　1

雑　　　　　　費 30,OC〕0

　¬ 769.971予　　備　　費

ｎ　　　　計 3,629,971

平成９年度運営安定会計予算(案)

自

　

平成９年４月１日

至

　

平成].0年３月31日

科　　　　目 予　算　額 備　　　　　　　考

受　取　利　息　　　　　　10,000

前　期　繰　越 2･963･639　1

n　　　　計 2,973,639

科　　　　目 予　算　額

繰　　出　　金1　　　2,400,000

予　　備　　費 573,639

次　期　繰　越 -

合　　　　汁 2,973,639

斤　算　額 備　　　　　　　考

2,400,000 一般会計へ140万円、20周年へ100万円

573,639

-

2,973,639

平成９年度退職給与引当金(案)

　　　　　　　　　　　　　

皇
平成９年４月１日

平成10年３月31日

科　　　　日 予　算　額 備　　　　　　　考

前期繰越金 214,710

今期繰入金 115,290

合　　　　計　I　　　　　330,000　　｜在職６年(3.0ヵ月）
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□Ｊ成自
【運営委

･10年度役員候補者(案)

員 会】

一一一一一一

　　役職名

氏　　　名 ﾌﾞﾛｯｸ名

(札幌)7χ　　　長 岩　崎　　　薫

副　会　長 上　田　　　弘 (釧路)

鈴　木　啓　二 (札幌)

田　中　歌　夫

佐　藤　昌　夫

(道　南)

(旭川)

佐　藤　利　國 (室蘭)

事務局長ｌ渾　内　繁雄 (札幌)

事務局次長　枝　　　　勇 (札幌)

/'　　　三　上　留美子 (札　幌)

運営委員Ｉ堀　井　和　彦 (札幌)

Z/　　　宮　本　好　和 (札幌)

･･　　＝柳　沼　正　- (札幌)

斉　藤　一　子 (小樽)

II

μ

合　田　　　晃

西木戸　隆　博

く室蘭）

(北　見)

柳　本　　　一 (旭川)

μ　　　塚　本　義　彦 (十勝)

/7　　　桑　島　智　義 (道南)

(釧路)掛　札　　　聖

村　田　明　光 (苫小牧)

会　　　計 村　本　徳　雄 (札幌)

【幹 事

　
　
　

　

井

　
　

村

会】

　役職名

幹　　　事

　氏　　　名

村　井　義　雄

ﾌﾞﾛｯｸ名

(札幌)

μ

ｱﾉ

ﾀﾞﾉ

酒　井　幸　則

梅　田　　　明

北　　　征　子

(札幌)

(札幌)

(小樽)

近江谷　　　守 (旭川)

二_.ご

　　　　//

横　内　栄　松

橋　本　　　巌

(道南)

(釧路)

コ

役職名 氏　　　名　　ブロック名

幹　　　事 山　口　信　子 (苫小牧)

μ

ﾀﾞﾉ

浅　田　精　一 (室蘭)

宇　野　峯　治 　(滝川)

-－一一一一
　(十勝)鈴　木　　　茂

μ

/7

金　野　正　夫

　　　　　　　　一一井　上　　　茂

(ｵﾎｰﾂｸ)

(紋別)

小　原　洋　－－ (北　見)

小　野　　　勇 (夕　張)

薄　木　　　理 (留萌)

椿　分　百合江 (江別)

(岩見沢)

渡　辺　　　寛 (浦河)

足　立　清　栄 (稚　内)

(千歳)

岡　田　悦　子 (根宰)

鈴　木　春　美 (深川)

会計監査 棚　田　まゆみ

青　柳　正　一

(札幌)

(旭川)

【全腎協派遣役員】

役職名 氏　　　名 ブロック名

理　　　事 佐　藤　和丿　國 (室　蘭)

(小樽)正　杜　員 北　　　征　子

【道難病連派遣役員】

役職名 氏　　　名 ブロック名

理　　　事 岩　崎　　　薫 (札　幌)

評　議　員 宮　本　好　和 (札幌)

/Z

μ

橋　本　　　巌

柳　本　　　一

(釧　路)

(旭川)

田　中　改　夫 (退席)

斉　藤　一　子 (小樽)

事業資金委員 澪　内　繁　雄 (札　幌)
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｜

　 　 　 　 　

｜

｜

｜

平成９年度スローガン(案)

１．更正医療適用施設の拡大充実を／

２．要介護透析者対策の確立を／

３．腎バンク登録の拡大を／

４．通院交通費助成の充実を／

５．市・町・村での医療・福祉の充実を／

６．透析施設の地域偏在解消を／

７．医療費の自己負担増に反対しょう．/

8．強固な組織、3,500人の道腎協を／

総
ぶ

:Z冥:
ｄＺいー・
.目．

　

昌
ぐ

案
５

’‘’‘’･””’″‾１

　

道腎協は結成20周年を迎えました。これまでの運動も大変困難なものでしたが、

近年の医療・福祉制度の後退の流れには、きわめて厳しいものがあります。

　　

「医療制度改革」「介護保険」「行財政改革」での国民負担増、そして４月から

消費税率のアップや年金掛金の増額、公共料金の値上げ等、すべて国民に負担を

押しつける内容です。

　

私達、透析患者にとって、医療・福祉は常に生涯にわたり、自分自身の「生命」

と「生活」に関わる切実な問題です。

　

なかでも、私達患者会の緊急な課題は、要介護透析者の通院保障の問題です。

現在は、入院したり、家族の介護などで何とか通院をしていますが、家族や周囲

の方達の苦労も限界に達しているのではないでしょうか。

　

私達患者会は、こうした状況の中で今後も「いつでも、だれでも、どこででも」

公平に透析ができる、そして、「医療・福祉の充実」や透析者が、安心して生活で

きる状況に向かって、会員・家族と共に助け合い励まし合いながら、活動を前進

させて行くことを、ここに宣言します。

　　

半成９年５月25日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

北海道腎臓病患者連絡協議会
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※
太
文
字
の
と
こ
ろ
は
、
今
回
改
正
さ

　

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
１
条
（
名
称
・
所
在
地
）

　
　

本
会
の
名
称
は
、
北
海
道
腎
臓
病

　

患
者
連
絡
協
議
会
（
略
称
道
腎
協
、

　

以
ド
本
会
と
略
す
）
と
し
、
（
社
）
全
国

　

腎
臓
病
協
議
会
に
加
盟
す
る
。

第
２
条
（
目
的
）

　
　

本
会
の
目
的
は
、
次
の
各
事
項
と

　

す
る
。

　

―
、
す
べ
て
の
腎
臓
病
患
者
相
互
の

　
　

経
験
交
流
と
親
睦
を
図
る
。

　

２
、
腎
臓
病
治
療
と
予
防
の
た
め
の

　
　

医
療
体
制
お
よ
び
研
究
体
制
の
充

　
　

実
・
向
上
を
め
ざ
す
。

　

３
、
腎
臓
病
患
者
・
家
族
の
医
療
と

　
　

生
活
の
権
利
を
守
り
、
真
の
社
会

　
　

保
障
制
度
の
確
立
を
め
ざ
す
。

第
３
条
（
事
業
）

　
　

本
会
は
第
２
条
の
目
的
を
達
成
す

　

る
た
め
に
は
。
次
の
か
か
げ
る
諸
活

　

動
を
お
こ
な
う
。

　

―
、
腎
臓
病
患
者
の
医
療
と
生
活
を

　
　

守
り
、
向
上
さ
せ
る
た
め
の
法
的
、

　
　

行
政
的
、
医
学
的
要
求
を
関
係
諸

　
　

機
関
に
働
き
か
け
る
。

　

２
、
必
要
な
資
料
・
情
報
の
収
集
と

　
　

作
成
。

　

３
、
機
関
紙
誌
発
行
と
配
布
。

　

４
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
間
の

　
　

交
流
。

　

５
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
組
織
の
強

　
　

化
と
未
組
織
患
者
会
の
組
織
化
。

　

６
、
他
の
患
者
・
障
害
者
組
織
な
ど

　
　

必
要
な
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
。

　

７
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た

　
　

め
の
諸
活
動
。

第
４
条
（
組
織
）

　
　

本
会
は
、
腎
臓
病
患
者
お
よ
び
そ

　

の
家
族
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
患

　

者
組
織
で
構
成
さ
れ
る
連
絡
協
議
会

　

と
す
る
。

　
　

ま
た
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

　

個
人
・
団
体
（
特
別
会
員
）
の
参
加

　

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
５
条
（
機
関
）

　
　

本
会
に
は
次
の
機
関
を
お
き
、
そ

　

の
運
営
は
合
議
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　

１
、
総

　
　
　

会

　

２
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

３
、
運
営
委
員
会

第
６
条
（
総
会
）

　
　

総
会
は
、
本
会
の
協
議
。
議
決
機

　

関
で
あ
っ
て
、
毎
年
１
同
会
長
が
招

　

集
す
る
。
総
会
は
、
全
体
会
議
に
す

　

る
。
な
お
、
文
書
に
よ
る
発
一
。
言
も
で

　

き
る
。
総
会
で
は
、
次
の
事
項
を
協

　

議
決
定
す
る
。

　

１
、
活
動
報
告
と
決
算
お
よ
び
会
計

　
　

監
査
報
告
の
承
認
。

　

２
、
活
動
方
針
と
予
算
の
決
定
。

　

３
、
役
員
の
選
出
。

　

４
、
規
約
の
改
廃
。

第
７
条
（
臨
時
総
会
）

　
　

加
盟
組
織
の
３
分
の
１
以
上
の
要

　

求
が
あ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
、
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
が
必
要
と
認
め
た
と
き
は
、

　

臨
時
総
会
を
ひ
ら
か
な
け
れ
ば
な
ら

　

な
い
。

第
８
条
（
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
）

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
総
会
か
ら
総

　

会
ま
で
の
間
、
総
会
の
決
定
に
も
と

　

づ
き
、
必
要
な
事
項
を
協
議
決
定
す

　

る
。

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
会
長
・
副
会

　

長
・
事
務
局
長
・
運
営
委
員
・
幹
事

　

で
構
成
し
。
年
２
回
以
上
開
催
す
る
。

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
会
長
が
招
集

　

す
る
。
幹
事
は
、
各
組
織
か
ら
推
薦

　

を
受
け
た
各
１
名
の
代
表
で
、
総
会

　

に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
任
期

　

は
２
年
と
す
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

　

決
定
は
、
次
の
総
会
に
報
告
し
、
承

　

認
を
受
け
る
。

第
９
条
（
運
営
委
員
会
）

　
　

運
営
委
員
会
は
、
総
会
・
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
の
決
定
に
も
と
づ
き
、
本
会

　

の
運
営
に
責
任
を
も
つ
執
行
機
関
で

　

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
開
催
し
、
会

　

長
が
招
集
す
る
。

　
　

運
営
委
員
会
は
、
運
営
委
員
で
構

　

成
す
る
。
運
営
委
員
会
に
は
必
要
な

　

専
門
部
を
お
く
。

　
　

運
営
委
員
会
の
活
動
は
、
次
の
ブ

　

ロ
ッ
ク
会
議
に
報
告
し
承
認
を
受
け

　

る
。

第
1
0
条
（
役
員
）

　
　

本
会
に
は
、
次
の
役
員
を
お
く
。

　

役
員
は
総
会
で
選
出
す
る
。

会

　
　
　

長

副

　

会

　

長

事
務
局
長

事
務
局
次
長

運
営
委
員

幹会

事計

会
計
監
査

　

１
名

若
干
名

　

１
名

　

２
名

若
干
名

　

１
名

若
干
名

　

２
名

た
だ
し
、
役
員
の
兼
任
は
で
き
な
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へ
○

し

　
　

そ
の
任
期
は
２
年
と
す
る
。

　
　

な
お
、
本
会
に
相
談
役
、
顧
問
を

　

お
く
こ
と
が
で
き
る
。
相
談
役
は
、

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
運
営
委
員
会
に
対

　

し
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

顧
問
は
、
本
会
の
求
め
に
応
じ
て
、

　

必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

相
談
役
、
顧
問
は
運
営
委
員
会
が
委

　

任
す
る
。

第
1
1
条
（
役
員
の
任
務
）

　

―
、
会
長
は
、
本
会
の
業
務
を
統
括

　
　

し
、
本
会
を
代
表
ナ
る
。

　

２
、
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、

　
　

会
長
に
事
故
あ
る
場
合
は
、
そ
の

　
　

任
務
を
代
行
す
る
。

　

３
、
事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
業
務

　
　

を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
運
営
委

　
　

員
会
の
議
決
に
も
と
づ
い
て
、
そ

　
　

の
執
行
に
あ
た
る
。

　

４
、
運
営
委
員
は
、
運
営
委
員
会
を

　
　

構
成
し
、
活
動
方
針
の
立
案
お
よ

　
　

び
総
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
議
決

　
　

し
た
業
務
の
執
行
に
あ
た
る
。

第
ロ
条
（
事
務
局
）

　
　

本
会
に
事
務
局
を
お
く
こ
と
が
で

　

き
る
。
事
務
職
員
の
採
用
は
、
ブ
ロ
ッ

　

ク
会
議
で
決
定
す
る
。
事
務
局
は
運

　

営
委
員
会
の
指
導
の
も
と
に
本
会
の

　

業
務
を
執
行
す
る
。

　

（
事
務
局
手
当
）

　
　

事
務
局
長
、
事
務
職
員
に
は
事
務

　

局
手
当
を
支
給
す
る
。
事
務
局
手
当

　

の
支
給
額
は
、
運
営
委
員
会
で
決
定

　

す
る
。

　

（
退
職
金
手
当
）

　
　

退
職
金
支
給
規
定
に
よ
り
、
退
職

　

金
を
支
給
す
る
。
支
給
は
運
営
委
員

　

会
で
決
定
す
る
。

第
1
3
条
（
財
政
）

　
　

本
会
の
財
政
は
会
費
・
寄
附
金
そ

　

の
他
の
収
人
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
。

第
1
4
条
（
会
費
）

　
　

本
会
の
会
費
は
、
加
盟
各
ブ
ロ
ッ

　

ク
・
組
織
の
構
成
員
１
名
に
つ
き
、

　

１
ヵ
月
３
５
０
円
と
す
る
。

　
　

（
内
訳

　

全
腎
協
１
５
０
円
、
道
腎

　

協
２
０
０
円
）

第
1
5
条
（
会
計
年
度
お
よ
び
会
計
処
理
）

　
　

本
会
の
会
計
年
度
は
、
４
月
―
日

　

か
ら
翌
年
３
月
3
1
］
‥
ま
で
と
す
る
。

第
1
6
条
（
会
計
監
査
）

　
　

本
会
の
会
計
監
査
は
、
会
計
年
度

　

内
に
２
回
お
こ
な
う
。

第
1
7
条
（
加
盟
お
よ
び
退
会
）

　
　

本
会
へ
の
加
盟
は
、
第
４
条
に
定

　

め
る
団
体
加
盟
を
原
則
と
し
、
運
営

　

委
員
会
の
議
を
経
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

　

議
、
総
会
の
承
認
を
得
る
。

　
　

退
会
に
っ
い
て
は
、
加
盟
組
織
か

　

ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
運
営
委
員
会

　

の
承
認
を
得
る
。
運
営
委
員
会
は
、

　

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
、
総
会
に
報
告
す
る
。

第
1
8
条
（
附
則
）

　

１
、
こ
の
規
約
の
改
廃
は
総
会
で
お

　

２
．
こ
の
規
約
は
総
会
で
決
定
後
直

　
　

ち
に
効
力
を
有
す
る
。

　

３
、
こ
の
規
約
に
よ
る
細
則
を
設
け

　
　

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

４
、
こ
の
規
約
は
平
成
元
年
５
月
2
8

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

５
、
こ
の
規
約
は
平
成
２
年
５
月
2
7

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

６
、
こ
の
規
約
は
平
成
３
年
６
月
２

　
　

口
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

７
、
こ
の
規
約
は
平
成
７
年
６
月
４

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。

　

８
、
こ
の
規
約
は
平
成
９
年
５
月
2
5

　
　

日
か
ら
効
力
を
発
す
る
。
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文書発言用紙

氏名 男・女 年齢 歳

住所
－Ｔ

電話 一　　　一 所属腎友会

　　規約第６条により会員は文書で意見を述べることができます。活動

　方針案等に対し、ご意見のある方はこの用紙にご意見を書いてお送り

　ください。

　(送付先:〒001札幌市北区北35条西5丁目フレンズ南麻生308道腎協)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５月20日必着

意　見　書

19

切

り

　

取

り

　

線

｜

｜

｜

｜



道腎協加盟組織一覧表

会　　　　　　名 －Ｔ 住　　　　　　　　所 電話番号

札幌腎臓病患者友の会 |札幌市東区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

小樽後志地方腎友会当47
　　　　　　　　　I

小樽市‘花園２丁目７番10号
　　　　　　　　　斎藤ダンススクール内 0134-23 3484

旭川地方腎友会 078
旭川市１条11丁目右８号

　　　　腎友会ビル㈱健生社内大石聡宛 0166-24-2936

稚内地方腎友会 097　|稚内市中央4 J'目11番畠笠病院透析室内0162-32-8134

留萌地方水無大賢友会1077
留萌市寿町１丁目

　　　　　　　　市立総合病院透析室内 01644-2-1500

道南腎臓病患者連絡協議会　041
-

函館市美原２」’目13番８呼
函館メディカルビル鳥居泌尿各科医院内 0138-46-5657

苫小牧腎友会 苫小牧市

室蘭地方習友則o50 室蘭市東町2－1－19
　　　　室蘭市障害者総合福祉センター内 0143-45-6849

腎友会滝川クリニック透析者の会 073 滝川市有明町２丁目4-45
　　　　腎友会滝川クリニック　透析室内 0125-24 2125

十勝地方腎友会 ｜広尾郡大樹町

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

釧路地方腎友会 085 釧路市川北4-17
　　　　　　　　身体障害者福祉センター内 0154-23-6687

北見地方腎友会 北見浪

オホーツク腎友会
｜網走市

絞別地方腎友会
一一

紋別郡遠軽町

夕張腎臓病友の会 夕張市

岩見沢腎友会！ 樺戸郡月形北農場

江別腎臓病患者会 069 江別市野幌町代々木町81の６
　　　　　　　渓和会江別病院透析室内 011 382-1111

浦河地区腎友会 浦河郡常盤町

根室地方腎友会｜ 根室市曙町

千　歳　腎　友　会
　　　　　　　　　　　　　｜

千歳市

深　川　腎　友　会 074 深川淑５条６番10号
　　　　　　深川市立総合病院透析室内 01642-2-1101

北海道腎臓病患者連絡協議会001 札幌市北区北35条西５丁目１番10号
　　　　　　　　　　フレンズ南麻生308号 011-747-0217

咄全国腎臓病協議会 171 東京都豊島区目白2－38－2　紫山会ビル 03 3985-7760

昭
和
4
8
年
１
月
1
3
m
第
３
種
郵
便
物
認
可
Ｈ
・
Ｓ
・

平
成
９
年
５
月
1
0
日
発
行
（
毎
月
司
‐
発
行
）

・
こ

３
０
２
号

切
り
取
り
線

発
行
所
北
海
道
身
体
障
害
者
団
体
ぺ
●
犬
行
物
協
会

印
刷
所
大
輝
印
刷
株
式
会
社

（
鱈
郵
心
）

M
n
'
m

.
_
　
^
I
1
-
I
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